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茨木市のごみの現状について

市民１人１日あたりの家庭系ごみ排出量 （単位：ｇ ） 事業系ごみ排出量 （単位：ｔ ）

最終処分量 （単位：ｔ ) 

茨木市のごみ・資源物の発生量と最終処分量、ごみの組成は下表のとおりです。

（１）ごみ・資源物の発生量と最終処分量
（上の4つの棒グラフ）

昨年度の本市のごみ排出量を前年度と比較すると、
市民１人１日あたりの家庭系ごみの排出量について
は減少しましたが、事業系ごみの排出量については、
増加しています。背景には新型コロナウイルスの感染
拡大の影響に伴い縮小していた経済活動の回復が
影響していると推測されます。
また、資源物の回収量については減少し、最終処分
量については、前年度よりも増加しました。

資源物回収量 （単位：ｔ )

※資源物回収量は、市収集分と民間回収分（集団回収+小型家電の
宅配回収も含む）の合計。

ご み ・ 資 源 物 の 発 生 量 と 最 終 処 分 量

ごみの組成

令和４年度（2022年度） 組成分析結果
（湿ベース・平均値）

この結果から、「混ぜればごみ、分ければ資源」と言われるように、ごみの分別により一層取り組み、資源物
を資源として適切に回収することが、ごみの減量につながります。

ごみ の減量・再資源化に向け、更なるご協力をお願いします！

（２）ごみの組成 （左の円グラフ）

昨年度の家庭から排出されたごみの約40%が資
源として有効に利用できる紙類、布類でした。
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45,677

※H30年度は災害ごみを除く。

11,178

※H30年度は災害ごみを含む。

報 告

その他 2.7%

紙類

36.0%

不燃物類 2.8%

厨芥類 29.6%

布類 3.9%
合成樹脂 等 25.1%

※各項目で四捨五入のため、合計は100％になりません。

（合成樹脂/ビニール/ゴム/皮革）

5,543

※H30年度は災害ごみを除く。

424



ごみを減らすための茨木市の取組紹介

茨木市では、一般廃棄物処理基本計画に基づき、 様々なごみを減らす取組を
おこなっています。
その中でも皆様に気軽に取り組んでもらえる取組について、いくつか紹介させ
ていただきます。

事業者と連携してごみの減量等に取り組んでいます。

3きり運動や3010運動の啓発に努めています。

ペットボトルごみ削減のため、給水機を設置等しています。

茨木市一般廃棄物処理基本計画

茨木市では、下記事業者と協定を締結し、ごみの減量等に取り組んでいます。
これらの事業者のサービスを利用することで、３R（リデュース、リユース、リサイクル）の活動に寄与し、
ごみを削減することができます。

市ホームページ

市ホームページ

①食材の使いきり ②料理の食べきり ③生ごみの水きり の３つの取組を合わせて
３きり運動と言います。
また、宴会等の開始後30分とお開き10分前は、食事を楽しみましょう、という運動
を３０１０（さんまるいちまる）運動と言います。

これらの取組は生ごみの削減だけでなく、フードロス削減にもつながりますので、ぜ
ひ取り組んでみてください。

市役所の本館１階パスポートセンター前に、マイボトル専用給水機を設置していま
す（右QRコード）。使用量は漸増しており、今年の８月には、3391.5ℓ/月使用さ
れました。500㎖のペットボトルに換算すると、１か月で6783本分のペットボトル
ごみを削減できた計算となります。

また、不特定多数の市民等が使用できる場所に、給水機を設
置する事業者に対し、補助金を支給しています。今年度はこの
制度を活用し、なの花ドラッグストア南茨木店に給水機が設置
されました（左QRコード）。

マイボトルを持参し、これらの給水スポットをご利用ください。
市ホームページ

地域での集団回収活動に対して報奨金を支給しています。

毎年、春先に団体登録後、１月末までに報奨金の申請をしていただきます。

●年間６回以上かつ１ｔ以上回収している必要があります。
●申請の詳細については、必ずホームページやお電話にてご確認ください。 市ホームページ

こども会や自治会などが行う１年間（１月から12月まで）の資源物の集団回収
活動に対し、量に応じて報奨金を支給しています。


